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HPで組成表示のルールを紹介。QRコードまたは、
下記の文字をクリックして参照ください。

指定用語について閲覧 許容範囲について閲覧

⑧混用率試験について

衣料品の組成表示は家庭用品品質表示法において記載方法や使用できる繊維名称などが定められており、繊

維名称と重量割合（％）を表示しなければなりません。製品の材質を適正に表示するために各素材に関して混用

率試験を実施し、素材に含まれる繊維の種類と各繊維の重量割合（％）を調べます。今回は、表示の際の注意

点を紹介いたします。

カシミアはだめ！「カシミヤ」と表示するケン。
繊維名称（指定用語）と許容範囲をしっかり確認するケン。

表示と試験結果で異なった場合

家庭用品品質表示法違反になり、店頭回収や表示類の付け替えを行う必要があります。

他の注意点

繊維名称について、使用できる用語が決まっています(指定用語）。

【混用率の試験結果】

ポリエステル 63.7％

綿 36.3％

許容範囲について

５刻みで表示する場合

表示と試験結果が±５％以内までＯＫ！
左上の試験結果に対し、下記表示はＯＫ！

５刻み以外の整数で表示
する場合

表示と試験結果が±４％以内までＯＫ！
左上の試験結果に対し、下記表示はＯＫ！

【組成表示】

ポリエステル 65％

綿 35％

正しい？間違い？

ポリエステル 65％

綿 35％

ポリエステル 60％

綿 40％
or

ポリエステル 67％

綿 33％~
ポリエステル 60％

綿 40％
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